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国
民
健
庫
保
険

保
険
証
が
「
桃
色
」
に

　
被
保
険
者
の
み
な
さ
ん
が
お
医
者

さ
ん
に
治
療
を
受
け
ら
れ
る
時
使
う

国
民
健
康
保
険
の
保
険
証
が
、
四
月

一
日
か
ら
「
桃
色
」
に
か
わ
り
ま
す
。

　
新
し
い
保
険
証
は
、
市
政
事
務
嘱

託
員
さ
ん
を
通
し
て
み
な
さ
ん
の
ご

家
庭
に
お
届
け
し
ま
す
。

　
「
う
ぐ
い
す
色
」
の
古
い
保
険
証

は
新
し
い
保
険
証
と
引
き
替
え
に
必

ず
お
返
し
く
だ
さ
い
。
㊥
㊥
の
保
険

証
も
必
ず
嘱
託
員
さ
ん
に
お
返
し
く

だ
さ
い
。
　
（
㊥
㊨
の
更
新
は
市
役
所

市
民
課
で
行
っ
て
い
ま
す
。
）

　
な
お
、
四
月
一
日
以
降
、
お
医
者

さ
ん
で
治
療
を
受
け
る
と
き
、
ま
た

は
引
き
続
い
て
治
療
を
受
け
て
い
る

と
き
も
、
必
ず
「
桃
色
」
の
新
し
い

保
険
証
を
提
示
し
て
く
だ
さ
い
。

　
「
み
ん
な
の
国
保
」
を
配
布

　
国
民
健
康
保
険
加
入
世
帯
に
、
「
み

ん
な
の
国
保
」
と
い
う
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
を
お
届
け
し
ま
す
。
よ
く
読
ん
で

国
保
に
対
す
る
理
解
を
深
め
て
く
だ

さ
い
。

小
児
マ
ヒ
生
ワ
ク
チ
ン
投
与

対
象
者

　
一
回
目
該
当
者
　
五
十
一
年
八
月

　
　
一
日
～
五
十
二
年
一
月
三
十
一

　
　
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
人
。

　
二
回
目
該
当
者
　
五
十
一
年
二
月

　
　
一
日
～
五
十
一
年
七
月
三
十
一

　
　
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
人
。

投
与
を
受
け
ら
れ
な
い
人

　
■
病
後
衰
弱
者
、
著
し
い
栄
養
障

害
者
■
ア
レ
ル
ギ
ー
け
い
れ
ん
性
体

質
の
人
■
下
痢
を
し
て
い
る
人
■
B

C
G
麻
シ
ン
ワ
ク
チ
ン
を
接
種
し
て

一
ヵ
月
を
過
ぎ
な
い
人
■
本
人
及
び

家
族
が
は
し
か
に
か
か
っ
た
場
合
、

治
っ
て
一
ヵ
月
を
過
ぎ
な
い
人
。

注
意
事
項
（
絵
鵬
傳
甜
杯
曜
を
）

　
□
母
子
健
康
手
帳
と
印
か
ん
を
必

ず
持
参
し
て
く
だ
さ
い
■
朝
と
昼
の

二
回
家
で
体
温
を
計
っ
て
く
だ
さ
い

■
体
の
具
合
が
悪
か
っ
た
ら
か
か
り

つ
け
の
医
師
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い

■
問
診
票
は
会
場
で
記
入
し
て
い
た

だ
き
ま
す
■
保
護
者
が
必
ず
つ
き
そ

っ
て
き
て
く
だ
さ
い
。

事
業
名

月
　
日

受
付
時
間

会
　
場

対
象
者

参
集
区
域

備
　
　
　
考

育
　
　
児

相
　
　
談

4
月
1
4
日

　
（
木
）

午
後
1
時
半

　
～
2
時
半

十
　
日
　
町

公
　
民
　
館

51
年
1
0
月
n
月

生
ま
れ
の
も
の

十
日
町
、
六
箇
、

川
治
、
大
井
田
、

新
座
地
区

身
体
測
定

保
育
に
つ
い
て
の
相
談

育
児
学
級

並
び
に
4
カ

月
児
検
診

4
月
15
日

　
（
金
）

午
後
1
時

　
～
1
時
半

51
年
1
2
月

生
ま
れ
の
も
の

全
　
　
　
域

身
体
測
定

内
科
検
診

育
児
学
級

3
歳
児

検
　
　
診

4
月
2
6
日

　
（
火
）

午
後
1
時

　
～
2
時
半

48

年
10
月

生
ま
れ
の
も
の

全
　
　
　
域

3
歳
6
ヵ
月
児
を
対
象
。

個
人
通
知
が
な
く
と
も
該

当
月
の
方
は
お
い
で
く
だ

さ
い
Q

心の健康

灘ξ藤協
よりです。

　血圧や胃のモヤモヤなどは

日頃から気にする人が多いの

ですが、心のモヤモヤはどう

でしょうか。

　胃や心臓などが無理をする

と、病気をひさおこすように、

心のモヤモヤについても限度

があります。限度をこえて無

理をすると、心もやはり故障

をおこして病気になってしま

います。

　病気の時は、体の病気と同

じに治療が必要ですが、本格

的な病気になる前に、心のモ

ヤモヤの段階で、原因を取り

除くよう普段から気をつける

ことが、心の健康を保つこと

ですし、また体の健康を守る

ためにも大切なことです。

停
電
の
お
知
ら
せ

時
ま
で
　
四
日
町
新
田
第
一

日
町
新
田
第
四
▽
四
月
八
日
（
金
）

時
ま
で
　
津
池
、
菅
沼
、
大
池
、 ・

第
二
・
第
三
の
一
部
、

▽
四
月
六
日
（
水
）

午
前
九
時
～
午
後
一

　
　
　
　
　
　
　
四

午
前
九
時
～
午
後
一

赤
倉
。

月
　
日

受
付
時
間

参
集
区
域

会
場

4
月
5
日

　
　
（
火
）

午
後

1
時
半

～
2
時
半

十
日
町
、
中
条
、

川
治
地
区

勤
労
青
少

年
ホ
；
ム

4
月
6
日

　
　
（
水
）

六
箇
、
吉
田
、

下
条
、
新
座
、

大
井
田
、
水
沢

地
区

織聯琳琳瞬簿
大　島　医　院川原町）

　魯2－2957番
十日町病院偏田町3劇

　曾7－5566番
至誠堂医院（西浦刺

　曾2－3276番
池田医院体町西1）

　曾2－2581番
山　ロ　医　院（袋町刺

　曾2－2174番

3日（日）

10日（日）

17日（日）

24日（日）

29日（金）

○
－

：
と
じ
て
保
存
し
て
く
だ
さ
い
：

－
○
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昭
和
五
十
一
年
中
の
火
災
は
、
前

年
と
比
べ
る
と
発
生
件
数
、
焼
け
た

面
積
と
も
に
大
幅
に
減
り
ま
し
た
が
、

火
災
に
よ
る
死
者
は
、
賄
年
末
に
急

激
に
増
え
て
い
ま
す
。

　
十
日
町
地
域
で
も
、
昭
和
五
十
一

年
中
に
三
十
二
件
の
火
災
が
発
生
し

一
億
三
千
五
百
九
十
一
万
三
千
円
の

損
害
額
と
な
り
ま
し
た
。

　
特
に
、
こ
れ
か
ら
春
先
は
空
気
も

乾
燥
し
て
い
る
た
め
、
さ
ら
に
火
災

は
発
生
し
や
す
く
な
り
ま
す
。
そ
こ

で
、
火
災
か
ら
い
の
ち
を
守
る
ポ
イ

ン
ト
を
提
案
し
ま
す
か
ら
、
必
ず
実

火事の原因
こんなところからも

行
し
て
、
ま
ず
、
あ
な
た
の
身
近
か

ら
焼
死
者
火
災
を
防
い
で
く
だ
さ
い
。

　
〈
ふ
だ
ん
の
備
え
〉

●
年
寄
り
や
病
人
、
幼
児
だ
け
を
残

し
て
外
出
し
な
い
。

●
二
つ
以
上
の
逃
げ
道
を
決
め
て
お

く
。●

消
火
器
を
備
え
、
消
火
訓
練
を
し

て
お
く
。

●
寝
た
ば
こ
は
絶
対
に
し
な
い
。

●
就
寝
時
に
は
必
ず
火
の
元
を
確
か

め
る
。

　
〈
と
っ
さ
の
行
動
〉

●
火
災
を
出
し
た
り
見
つ
け
た
ら
、

　
　
　
　
　
畠
　
観

マ
ッ
チ

メ
■
／

／
笛
㊤

曲／

　
・

》
へ
苗
￥

　
　
　
　
　
　
　
＼
畢

　　、多　　　ぞ’〆一◎

大
き
な
声
で
ま
わ
り
の
人
に
協
力
を

求
め
る
。

●
煙
の
中
で
は
、
低
い
姿
勢
で
避
難

す
る
。

●
い
っ
た
ん
逃
げ
た
ら
再
び
中
に
も

ど
ら
な
い
。

●
服
装
や
持
物
に
こ
だ
わ
ら
ず
、
早

く
避
難
す
る
。

●
逃
げ
遅
れ
た
人
が
あ
る
時
は
、
近

く
の
消
防
隊
に
す
ぐ
知
ら
せ
る
。

　
山
火
事
に
ご
注
意

　
春
先
き
は
、
例
年
山
火
事
が
多
く

発
生
し
て
い
ま
す
。
特
に
、
山
菜
取

り
や
ハ
イ
キ
ン
グ
等
山
に
入
る
機
会

が
多
く
な
り
ま
す
が
、
つ
ぎ
の
こ
と

を
厳
守
し
て
く
だ
さ
い
。

　
■
た
き
火
の
後
始
末
を
完
全
に
す

る
こ
と
。
■
た
ば
こ
の
吸
殼
は
必
ず

消
す
こ
と
。
■
マ
ッ
チ
、
ラ
イ
タ
ー

の
使
用
は
、
強
風
ま
た
は
乾
燥
時
に

は
努
め
て
さ
け
る
こ
と
。
■
紙
く
ず

等
燃
え
や
す
い
ご
み
類
は
、
所
定
の

場
所
に
捨
て
る
こ
と
。
■
野
焼
き
等

火
入
れ
の
許
可
は
必
ず
と
る
こ
と
。

春
季
消
防
演
習
を
実
施

　
市
消
防
団
春
季
消
防
演
習
は
、
五

月
五
日
（
子
ど
も
の
日
）
午
前
八
時
半
か
ら

市
民
緑
化
教
室
を
開
催

　
魚
沼
地
灘
国
土
緑
化
推
進
委
員
会

で
は
、
つ
ぎ
の
と
お
り
市
民
緑
化
教

室
を
開
催
L
ま
す
。

　
当
β
は
、
加
茂
農
林
高
校
片
山
芳

宣
先
生
に
よ
る
』
家
庭
緑
化
の
す
す

め
」
と
題
す
る
講
演
と
庭
木
の
麹
定

実
習
を
行
い
ま
す
。

　
な
お
、
当
旧
記
念
苗
木
を
先
着
優

先
に
無
償
配
布
し
ま
す
の
で
、
多
数

お
い
で
く
だ
さ
い
。

と
き
　
五
厚
七
日
（
土
）
午
前
十
時

～
午
後
三
時
ま
で
。

と
こ
ろ
　
十
日
町
市
民
会
館
ホ
ー
ル

十
日
町
高
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
実
施
さ

れ
ま
す
。
当
日
は
、
早
朝
か
ら
サ
イ

レ
ン
及
び
半
鐘
を
鳴
ら
し
ま
す
の
で

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
な
お
、
当
日
の
午
前
九
時
五
十
分

～
十
一
時
に
つ
い
て
は
、
市
中
行
進
、

放
水
訓
練
の
た
め
、
本
町
通
り
の
一

部
（
二
丁
目
角
屋
さ
ん
～
四
丁
目
小

嶋
そ
ば
屋
さ
ん
）
の
交
通
規
制
が
行

わ
れ
ま
す
の
で
、
市
民
の
み
な
さ
ん

の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
こ
の
ほ
か
、
演
習
当
日
、
消
防
関

係
者
臥
分
団
の
表
彰
式
も
合
わ
せ
て

行
わ
れ
ま
す
。
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鞭の一票あなたが政治の主人公
棘
骸

騨潟県選出議員補欠選挙投票日

・
懲
纏
辮
，
，

　　　　　　蝋
轟瞭駕　残　　　　　》蝋
　　　　　　　礪

　
参
議
院
新
潟
県
選
出
議
員
補
欠
選

挙
は
、
四
月
二
十
九
日
告
示
さ
れ
、

五
月
二
十
二
日
（
日
）
に
投
票
が
行
わ

れ
ま
す
。

　
五
月
に
入
り
ま
す
と
、
選
挙
運
動

も
一
段
と
熱
っ
ぽ
さ
を
増
す
こ
と
と

な
り
ま
す
が
、
国
民
が
国
政
に
参
加

す
る
唯
一
の
機
会
で
も
あ
り
ま
す
。

義
理
人
情
や
買
収
供
応
に
よ
る
こ
と

な
く
、
み
な
さ
ん
が
自
分
の
一
票
に

大
き
な
責
任
を
も
ち
、
明
る
く
き
れ

い
な
選
挙
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

参
議
院
新
潟
県
選
出
議
員
補
欠
選

挙
の
基
準
日
・
登
録
日
は
四
月
二

十
八
日
で
す
。

　
選
挙
人
名
簿
の
登
録
は
、
基
準
日

登
録
日
が
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
今
回
の
参
議
院
議
員
補
欠
選
挙
は

四
月
二
十
八
日
現
在
で
選
挙
人
名
簿

に
登
録
さ
れ
た
人
に
選
挙
権
が
あ
り

ま
す
。

　
な
お
、
選
挙
人
名
簿
の
登
録
資
格

は
、
昭
和
五
十
二
年
一
月
二
十
八
日

ま
で
に
十
日
町
市
の
住
民
基
本
台
帳

に
記
録
さ
れ
、
引
き
続
き
十
日
町
市

内
に
居
住
し
て
い
る
入
で
、
五
月
二

十
二
日
ま
で
に
満
二
十
歳
（
昭
和
三

十
二
年
五
月
二
十
三
日
以
前
に
生
ま

れ
た
方
）
に
な
ら
れ
た
方
に
選
挙
権

が
あ
り
ま
す
。

不
在
者
投
票
の
で
き
る
期
間

　
当
票
日
の
当
日
、
旅
行
や
病
気
、

そ
の
ほ
か
の
用
務
等
で
投
票
所
へ
行

け
な
い
人
は
、
不
在
者
投
票
が
で
き

ま
す
。

　
期
間
は
、
告
示
の
日
（
四
月
二
十

九
日
）
か
ら
投
票
日
の
前
日
（
五
月

二
十
一
日
）
ま
で
の
毎
日
午
前
八
時

半
か
ら
午
後
五
時
ま
で
で
す
。

　
不
在
者
投
票
の
手
続
き
を
さ
れ
る

方
は
、
入
場
券
（
後
日
配
布
）
と
印

鑑
を
ご
持
参
の
上
、
市
役
所
三
階
の

選
挙
事
務
室
に
お
い
で
下
さ
い
。

　
な
お
、
不
在
者
投
票
の
請
求
は
告

示
前
で
も
で
き
ま
す
。

義理入情　選挙の時は質に入れ

ノγ
・
．
．

翫
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ヒだま号が走ります

　
五
月
か
ら
下
表
の
と
お
り
こ
だ
ま
号
て
の

本
の
貸
出
し
を
始
め
ま
す
。

喜
ん
で
い
た
だ
け
る
本
を
い
っ
ぱ
い
積
ん
て

巡
回
し
ま
す
の
で
、
・

ン
ま
で
お
い
で
く
だ
さ
い

※
ど
な
た
で
も
無
料
で
借
り
ら
れ
ま
す
。

※
一
人
二
冊
ま
で
、

※
家
族
の
分
も
い
っ
し
ょ
に
借
り
ら
れ
ま
す
。

※
昨
年
の
貸
出
券
が
あ
る
万
は
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

※
駐
車
時
間
は
三
十
分
く
ら
い
て
す
。

※
お
問
い
合
わ
せ
は
公
民
館
（
本
館
）
へ
。

電
話
七
－
五
〇
一
一
番
有
線
五
二
九
一
〇
番

六箇コース

第1・第3月曜

1：30～2：00 3：00～3：30

線　館　ら　ほ　に　間　ケ）　。　軽　い　　o　り

五　一　い　　　借　借　ら　　　に　つ　み　こ
二　本　で　　　り　り　れ　　　ス　ぱ　な　だ
九　笙　す　　　ら　ら　ま　　　テ　い　さ　ま
一　へ　　o　だ　れ　れ　す　　　1　積　ん　号
O　　。　　　さ　ま　ま　　・　　　シ　ん　か　で
番　　　　　レき　玄　玄　　　　　ヨ　で　ら　の

田　　　麦 六　　　箇

公　民　館 六箇出張所前

飛渡コース

第1・第3火曜

9：10～9：40 10：10～10：40 11：00～11：30 1：30～2：00 2：30～3：00

上　川　町 池　　　谷 魚之田川 宇田ヶ沢 東枯木又

第四銀行寮 曽根藤一郎脇 波形卯二宅入口 宇田ヶ沢の池 鎮　守　様

下条コース

第1・第3水曜

9：10～9：40 10：10～10：30 10二40～11：00 12：40～1：20 1：50～2：20 2：50～3：20

田川町3 上　新　田 岩　　　野 漉　　　野 二　　　子 水　　　口

八島銑宅脇 公　民　館 岩野クラブ前 東下組小 冬季分校前 下組分館前

水沢コース

第1・第3金曜

9：10～9：40 10：00～10：30 10：50～11：20 1：30～2：00 2：20～2：50 3：10～3：50

大　黒　沢 伊　　　達 南ケ丘団地 当　　　間 水　　　沢 馬　　　場

公会堂前 伊達農協出張所 低温倉庫 鎮　守　様 丸山醤油工場脇 馬場小入口

十日町コース

第2・第4月曜

9：10～9：40 9：50～10：20 10：30～11：00 12：30～1：00

田中町本通1） 本町7－2 稲荷町3～南 本　町　6

撚亀工場横 染色整理組合 熊木建築横 十日町シルク入口

川治コース

第2・第4火曜

9：10～9：40 9：50～10：20 10：30～11：00 11：10～11：40 1：20～1：50 2：10～2：30

春　日　町 城　之　古 谷　内　丑 川治内後 関　　　根 長　　　里

春日公園脇 水防倉庫 集会所前 集落センター 地蔵堂前 三　叉　路

中条コース

第2・第4水曜

9：10～9：40 9：50～10：2010：30～11：00 12：30～1：00 1：20～1：50 2：00～2：30

本町6－3 四日町新田 四　日　町 中　条　島 上　　　原 新　　　座

大津実宅前 市営住宅 二瓶砂利車庫前 公民館前 交通公園入口 細金工務店前

吉田コース

第2・第4金曜

9：10～9：40 10：10～10：40 11：00～11：30 1：10～1：40 1：50～2：20 2：40～3：10

高田町南3 鉢 北　鐙　坂 小　　　泉 稲　　　葉 十日町島

保健所前 公民館前 火の見附近 生活改善センター 神社境内 関口秀雄宅前
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鞭の一票あなたが政治の主人公
棘
骸

騨潟県選出議員補欠選挙投票日

・
懲
纏
辮
，
，

　　　　　　蝋
轟瞭駕　残　　　　　》蝋
　　　　　　　礪

　
参
議
院
新
潟
県
選
出
議
員
補
欠
選

挙
は
、
四
月
二
十
九
日
告
示
さ
れ
、

五
月
二
十
二
日
（
日
）
に
投
票
が
行
わ

れ
ま
す
。

　
五
月
に
入
り
ま
す
と
、
選
挙
運
動

も
一
段
と
熱
っ
ぽ
さ
を
増
す
こ
と
と

な
り
ま
す
が
、
国
民
が
国
政
に
参
加

す
る
唯
一
の
機
会
で
も
あ
り
ま
す
。

義
理
人
情
や
買
収
供
応
に
よ
る
こ
と

な
く
、
み
な
さ
ん
が
自
分
の
一
票
に

大
き
な
責
任
を
も
ち
、
明
る
く
き
れ

い
な
選
挙
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

参
議
院
新
潟
県
選
出
議
員
補
欠
選

挙
の
基
準
日
・
登
録
日
は
四
月
二

十
八
日
で
す
。

　
選
挙
人
名
簿
の
登
録
は
、
基
準
日

登
録
日
が
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
今
回
の
参
議
院
議
員
補
欠
選
挙
は

四
月
二
十
八
日
現
在
で
選
挙
人
名
簿

に
登
録
さ
れ
た
人
に
選
挙
権
が
あ
り

ま
す
。

　
な
お
、
選
挙
人
名
簿
の
登
録
資
格

は
、
昭
和
五
十
二
年
一
月
二
十
八
日

ま
で
に
十
日
町
市
の
住
民
基
本
台
帳

に
記
録
さ
れ
、
引
き
続
き
十
日
町
市

内
に
居
住
し
て
い
る
入
で
、
五
月
二

十
二
日
ま
で
に
満
二
十
歳
（
昭
和
三

十
二
年
五
月
二
十
三
日
以
前
に
生
ま

れ
た
方
）
に
な
ら
れ
た
方
に
選
挙
権

が
あ
り
ま
す
。

不
在
者
投
票
の
で
き
る
期
間

　
当
票
日
の
当
日
、
旅
行
や
病
気
、

そ
の
ほ
か
の
用
務
等
で
投
票
所
へ
行

け
な
い
人
は
、
不
在
者
投
票
が
で
き

ま
す
。

　
期
間
は
、
告
示
の
日
（
四
月
二
十

九
日
）
か
ら
投
票
日
の
前
日
（
五
月

二
十
一
日
）
ま
で
の
毎
日
午
前
八
時

半
か
ら
午
後
五
時
ま
で
で
す
。

　
不
在
者
投
票
の
手
続
き
を
さ
れ
る

方
は
、
入
場
券
（
後
日
配
布
）
と
印

鑑
を
ご
持
参
の
上
、
市
役
所
三
階
の

選
挙
事
務
室
に
お
い
で
下
さ
い
。

　
な
お
、
不
在
者
投
票
の
請
求
は
告

示
前
で
も
で
き
ま
す
。

義理入情　選挙の時は質に入れ

ノγ
・
．
．

翫
亀

フつつつ
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ヒだま号が走ります

　
五
月
か
ら
下
表
の
と
お
り
こ
だ
ま
号
て
の

本
の
貸
出
し
を
始
め
ま
す
。

喜
ん
で
い
た
だ
け
る
本
を
い
っ
ぱ
い
積
ん
て

巡
回
し
ま
す
の
で
、
・

ン
ま
で
お
い
で
く
だ
さ
い

※
ど
な
た
で
も
無
料
で
借
り
ら
れ
ま
す
。

※
一
人
二
冊
ま
で
、

※
家
族
の
分
も
い
っ
し
ょ
に
借
り
ら
れ
ま
す
。

※
昨
年
の
貸
出
券
が
あ
る
万
は
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

※
駐
車
時
間
は
三
十
分
く
ら
い
て
す
。

※
お
問
い
合
わ
せ
は
公
民
館
（
本
館
）
へ
。

電
話
七
－
五
〇
一
一
番
有
線
五
二
九
一
〇
番

六箇コース

第1・第3月曜

1：30～2：00 3：00～3：30

線　館　ら　ほ　に　間　ケ）　。　軽　い　　o　り

五　一　い　　　借　借　ら　　　に　つ　み　こ
二　本　で　　　り　り　れ　　　ス　ぱ　な　だ
九　笙　す　　　ら　ら　ま　　　テ　い　さ　ま
一　へ　　o　だ　れ　れ　す　　　1　積　ん　号
O　　。　　　さ　ま　ま　　・　　　シ　ん　か　で
番　　　　　レき　玄　玄　　　　　ヨ　で　ら　の

田　　　麦 六　　　箇

公　民　館 六箇出張所前

飛渡コース

第1・第3火曜

9：10～9：40 10：10～10：40 11：00～11：30 1：30～2：00 2：30～3：00

上　川　町 池　　　谷 魚之田川 宇田ヶ沢 東枯木又

第四銀行寮 曽根藤一郎脇 波形卯二宅入口 宇田ヶ沢の池 鎮　守　様

下条コース

第1・第3水曜

9：10～9：40 10：10～10：30 10二40～11：00 12：40～1：20 1：50～2：20 2：50～3：20

田川町3 上　新　田 岩　　　野 漉　　　野 二　　　子 水　　　口

八島銑宅脇 公　民　館 岩野クラブ前 東下組小 冬季分校前 下組分館前

水沢コース

第1・第3金曜

9：10～9：40 10：00～10：30 10：50～11：20 1：30～2：00 2：20～2：50 3：10～3：50

大　黒　沢 伊　　　達 南ケ丘団地 当　　　間 水　　　沢 馬　　　場

公会堂前 伊達農協出張所 低温倉庫 鎮　守　様 丸山醤油工場脇 馬場小入口

十日町コース

第2・第4月曜

9：10～9：40 9：50～10：20 10：30～11：00 12：30～1：00

田中町本通1） 本町7－2 稲荷町3～南 本　町　6

撚亀工場横 染色整理組合 熊木建築横 十日町シルク入口

川治コース

第2・第4火曜

9：10～9：40 9：50～10：20 10：30～11：00 11：10～11：40 1：20～1：50 2：10～2：30

春　日　町 城　之　古 谷　内　丑 川治内後 関　　　根 長　　　里

春日公園脇 水防倉庫 集会所前 集落センター 地蔵堂前 三　叉　路

中条コース

第2・第4水曜

9：10～9：40 9：50～10：2010：30～11：00 12：30～1：00 1：20～1：50 2：00～2：30

本町6－3 四日町新田 四　日　町 中　条　島 上　　　原 新　　　座

大津実宅前 市営住宅 二瓶砂利車庫前 公民館前 交通公園入口 細金工務店前

吉田コース

第2・第4金曜

9：10～9：40 10：10～10：40 11：00～11：30 1：10～1：40 1：50～2：20 2：40～3：10

高田町南3 鉢 北　鐙　坂 小　　　泉 稲　　　葉 十日町島

保健所前 公民館前 火の見附近 生活改善センター 神社境内 関口秀雄宅前
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灘響鐵灘ll入
灘1灘製騰綴蒼式
てください。

●
プ
ロ
グ
ラ
ム
　
　
　
　
受
付
九
6
0

　
フ
ア
ン
フ
ア
ー
レ
・
…
・
…
…
…
…
…
・
δ
6
0

　
お
祝
い
の
こ
と
ば
（
市
長
）
…
…
…
　
δ
・
〇
五

　
二
十
歳
の
記
録
朗
読
・
…
…
：
…
…
…
δ
・
五

記
念
講
演
・
…
…
…
…
…
…
・
：
…
…
：
δ
・
三
〇

市
民
吹
奏
楽
団
演
奏
：
…
…
…
…
…
・
二
・
三
〇

　
「
四
季
の
歌
」
斉
唱

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
終
了
一
一
・
四
〇

＊
記
念
講
演
講
師
紹
介

金
田
’
春
彦
（
き
ん
だ
い
ち
・
は
る
ひ
こ
）
　
一
九
一
三
年
東
京
生
ま
れ

　
東
大
国
文
科
卒
、
文
学
博
士
、
東
京
外
語
大
教
授
を
経
て
現
在
上
智
大

　
教
授
。
昭
和
三
十
七
年
「
邦
楽
古
曲
の
旋
律
に
よ
る
国
語
ア
タ
セ
ン
ト

　
史
の
研
究
」
に
よ
り
学
位
を
得
る
。
昭
和
四
十
年
芸
術
祭
賞
を
受
賞
。

　
五
十
二
年
三
月
N
H
K
放
送
文
化
賞
を
受
賞
。
著
書
に
は
「
日
本
語
」

　
「
話
し
コ
ト
バ
の
技
術
」
　
「
明
解
古
語
辞
典
」
な
ど
多
数
あ
る
。

※
当
日
は
、
ふ
ろ
し
き
・
ス
リ
ッ
パ
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

　　　　　（2月21日～3月29日分）

　　南鐙坂　酒井朝子様
　　稲荷町2　　庭野　　洋様

　　高田町4　　柳　美智子様

　　小　泉　春日由三様
　その他、匿名でもいただきました。

吉田地区公民館長の異動
3月31日付辞職　　酒井米三郎さん

4月1日付任命　　入田貞さん（稲葉）

弥彦山スカイラインオープン

　昨年12月より営業を休止していまし

た弥彦山スカイラインは、去る4月9

日より営業を再開しています。行楽等

にご家族そろってお出かけください。

　また、弥彦山の海岸側を走る越後七

浦シーサイドラインも営業をしていま

すので、スカイラインの行き帰『）にあ

わせてご利用ください。

たちの自主企画による’77新成

人祭を次のとお1）行．います。

あ
な
た

も
ぜ
ひ

ご

参
加
を※準備の都合、希望者は5月14日

　　　までに公民館（本館）新成人祭実

　　行委員会（電7－5011番）へ。　　、

　
　
国
民
年
金
と
私
た
ち

　
国
民
年
金
は
、
年
々
そ
の
内
容
が

改
善
さ
れ
て
お
り
、
現
在
で
は
、
他

の
年
金
制
度
と
比
較
し
て
も
あ
ま
り

見
劣
り
し
な
い
も
の
と
な
り
ま
し
た

の
で
、
私
た
ち
の
老
後
は
大
変
心
強

く
な
っ
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
し
か
し
、
だ
れ
し
も
「
少
な
い
負

担
で
多
く
の
年
金
」
を
望
む
と
こ
ろ

で
し
ょ
う
が
、
い
か
に
充
実
し
た
年

金
と
な
っ
て
も
、
裏
付
け
と
な
る
も

の
が
安
定
し
て
い
な
け
れ
ば
、
そ
れ

は
「
絵
に
か
い
た
も
ち
」
に
終
っ
て

し
ま
い
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
事
態
に

な
ら
な
い
た
め
に
、
私
た
ち
は
年
金

の
給
付
に
見
合
う
保
険
料
の
負
担
を

行
う
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
そ
こ
で
、
国
民
年
金
保
険
料
は
、

こ
の
四
月
か
ら
聞
ヵ
月
二
千
二
百
円

に
改
め
ら
れ
ま
し
た
し
、
以
後
も
毎

年
、
段
階
的
に
引
き
上
げ
る
こ
と
に

な
っ
て
い
ま
す
。

　
将
来
、
あ
な
た
の
年
金
を
よ
り
よ

く
す
る
た
め
に
一
層
の
ご
理
解
と
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
国
民
年
金
に
つ
い
て
の
お
問
い
合

わ
せ
は
、
市
役
所
市
民
課
国
民
年
金

係
（
君
七
－
三
一
一
一
番
）
へ
ど
う
ぞ
。
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正
し
い
交
通
マ
ナ
ー
で

　
　
　
　
　
安
全
運
転
の
励
行
を

　
春
先
き
は
、
例
年
交
通
事
故
が
多

発
し
て
い
ま
す
。
特
に
四
月
二
十
九

日
（
金
）
～
五
月
八
日
（
日
）
の
＋
日
間

は
連
休
等
で
交
通
が
混
雑
し
、
死
亡

等
重
大
事
故
発
生
の
お
そ
れ
が
あ
り

ま
す
。

　
市
交
通
安
全
対
策
会
議
で
は
、
こ

の
期
間
中
、
路
面
標
示
、
安
全
標
識

の
設
置
整
備
、
パ
ト
ロ
ー
ル
指
導
の

強
化
、
違
法
駐
車
、
暴
走
運
転
者
並

ぴ
に
安
全
義
務
違
反
者
の
注
意
と
指

1
日
富
田
医
院
（
神
明
町
）

　
　
　
　
　
台
2
の
3
2
6
9
番

3
日
庭
野
医
院
（
神
明
町
）

（
憲
法
記
念
日
）

　
　
　
　
　
台
2
の
2
7
1
1
番

5
日
中
条
病
院
（
北
原
）

（
子
ど
も
の
日
）

　
　
　
　
　
費
7
の
3
0
1
8
番

8
日
大
島
医
院
（
川
原
町
）

　
　
　
　
　
君
2
の
2
9
5
7
番

15

日
　
十
日
町
病
院
（
高
田
町
三
南
）

　
　
　
　
　
台
7
の
5
5
6
6
番

22

日
　
至
誠
堂
医
院
（
西
浦
東
）

　
　
　
　
　
麿
2
の
3
2
7
6
番

29

日
山
口
医
院
（
袋
町
中
）

　
　
　
　
　
費
2
の
2
1
7
6
番

導
、
飲
酒
運
転
事
故
防
止
な
ど
春
の

行
楽
期
・
農
繁
期
に
お
け
る
交
通
事

故
防
止
運
動
を
実
施
し
ま
す
。

　
市
民
の
み
な
さ
ん
か
ら
、
交
通
の

円
滑
化
と
交
通
事
故
防
止
運
動
に
特

段
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
運
動
の
重
点

■
戸
外
活
動
に
伴
う
老
人
と
子
供
の

事
故
防
止
　
■
レ
ジ
ャ
i
等
遠
距
離

運
転
（
過
労
、
高
速
、
暴
走
運
転
）

に
よ
る
事
故
防
止
　
■
山
間
、
海
岸

　　　　献血車日程一・

と　き5月26日㈱午前10時～午後3時

ところ十日町専門店会（昭和町2〉

と　き5月27日㈹午前10時～午後3時

ところ関芳織物㈱関芳会館

※詳しくは保健課へおたずねください。

明日といわず今献血しましょう一

等
に
お
け
る
道
路
転
落
事
故
防
止
、

■
農
耕
作
業
車
の
安
全
な
道
路
利
用

と
そ
の
事
故
防
止
。

停
電
の
お
知
ら
せ

　
　
　
　
　
　
　
金

　
▼
五
月
十
暑
日
（
亦
）
午
前
八
時

～
正
午
ま
で
。
川
治
下
町
第
三
の
一

部
、
川
治
内
後
、
明
石
町
の
一
部
、

川
治
中
町
、
川
治
上
町
、
六
箇
中
村
、

山
谷
、
麻
畑
、
田
麦
、
六
箇
野
中
、

ニ
ツ
屋
、
池
沢
、
源
田
、
水
沢
野
中
、

当．

間
、
鍬
柄
沢
、
塩
之
又
、
辰
ケ
平
、

大
黒
沢
、
小
黒
沢
、
伊
達
、
新
宮
、

天
池
、
細
尾
、
池
ノ
尻
、
漆
島
、
土

市
の
寵
谷
皇
．

　
　
　
始
月
　
審
で
期
民
く
年

　
　
　
で
5
　
の
ま
で
市
て
祉

　
　
鵬
彫
欝
欝
灘

　
　
出
郵
便
　
の
月
。
市
提
今

　
　
提
酪
趨
　
猷
齢
か
難
脈
と
∂

　
　
の
い
指
な
書
だ
ま
張
い
す

　
　
書
郊
加
鴇
嚇
鏑
召
㎜
紬
臆
は

に
証
の
る
さ
後
年
し
月
、
出
生

で
金
輸
猷
儒
剰
副
拙
」
燃
醍
帥

ま
年
祉
当
て
受
、
ず
は
ま
で
場

日
祉
幅
該
劉
輸
僧
秘
崎
脚
昨
舳

偲
福
よ
で
を
祉
す
所
な
係
期
れ

月
轟
慕
謹
醐
轟
寵

5
月
ま
支
お
あ
表
来
民
い
受

　
　
　
5
り
の
な
が
下
に
国
さ
を

　
　
　
　
ま
期
　
査
に
日
課
だ
金

　
市
で
は
、
中
小
企
業
等
へ
の
融
資
の
道
を
開
く
た
め

つ
ぎ
の
融
資
制
度
を
設
け
て
み
な
さ
ん
の
ご
利
用
を
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。

期　日 福祉年金を
受取る郵便局

福祉年金受取レ）後
年金証書を提出する場所 ご存知でしょうか

　　　4　瀧1蜜寧　’；6日㈹
5月　～

7日（士）

十日町郵便局窓口
十日町郵便局（市民課国民

年金係貝に渡して下さい）

駐
車
場
設
置
資
金

貸公

害
付防

資止
施
金
設

成産

資業

金育

振　　中
興　　小
資　　企
金　　業 制

度
名

5月6日㈹

十日町本町簡易郵便局窓口

市役所市民課

　国民年金係窓口
十日町高田郵便局窓口

十日町川治簡易郵便局窓口 運
転

商
店
街

設
備

運
転

魚沼中条郵便局窓口
魚沼中条郵便局（市民課国
民年金係貝に渡して下さい〉

五そ

百の

万
円他

業
｛
と
秀
薯
円
馨

二共
千同
万施
円設

三
百
万
円

二
百
五
十
万
円

五
百
万
円

五
百
万
円

二
百
万
円

貸
付
限
度
額

新水簡易郵便局窓口
新水簡易郵便局
（新水農協主任に渡して下さい）

下条郵便局窓口
下条出張所（市民課国民年
金係貝に渡して下さい） 年

八
◆
○
％

年
七
ニ
ノ
、
％

年
七
●
○
％

岬
七 二　ご
詐ヤ箪
五六五末
％年％満

年
七
〇
五
％

貸
付
利
率

魚沼吉田郵便局窓口
吉田出張所
（出張所主任に渡して下さい）

六箇郵便局窓口
六箇出張所
（出張所主任に渡して下さい） 五

年
以
内

五
年
以
内

七
年
以
内

五
年
以
内

二
年
以
内

六
年
以
内

五
年
以
内

二
年
以
内

貸
付
期
間越後水沢郵便局窓口

越後水沢郵便局
（水沢郵便局貝に渡して下さい）

環
境
課

商
工
課

申
込
先土市郵便局窓口

土市郵便局
（土市郵便局貝に渡して下さい）

ご存知でしょうか
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てください。

●
プ
ロ
グ
ラ
ム
　
　
　
　
受
付
九
6
0

　
フ
ア
ン
フ
ア
ー
レ
・
…
・
…
…
…
…
…
・
δ
6
0

　
お
祝
い
の
こ
と
ば
（
市
長
）
…
…
…
　
δ
・
〇
五

　
二
十
歳
の
記
録
朗
読
・
…
…
：
…
…
…
δ
・
五

記
念
講
演
・
…
…
…
…
…
…
・
：
…
…
：
δ
・
三
〇

市
民
吹
奏
楽
団
演
奏
：
…
…
…
…
…
・
二
・
三
〇

　
「
四
季
の
歌
」
斉
唱

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
終
了
一
一
・
四
〇

＊
記
念
講
演
講
師
紹
介

金
田
’
春
彦
（
き
ん
だ
い
ち
・
は
る
ひ
こ
）
　
一
九
一
三
年
東
京
生
ま
れ

　
東
大
国
文
科
卒
、
文
学
博
士
、
東
京
外
語
大
教
授
を
経
て
現
在
上
智
大

　
教
授
。
昭
和
三
十
七
年
「
邦
楽
古
曲
の
旋
律
に
よ
る
国
語
ア
タ
セ
ン
ト

　
史
の
研
究
」
に
よ
り
学
位
を
得
る
。
昭
和
四
十
年
芸
術
祭
賞
を
受
賞
。

　
五
十
二
年
三
月
N
H
K
放
送
文
化
賞
を
受
賞
。
著
書
に
は
「
日
本
語
」

　
「
話
し
コ
ト
バ
の
技
術
」
　
「
明
解
古
語
辞
典
」
な
ど
多
数
あ
る
。

※
当
日
は
、
ふ
ろ
し
き
・
ス
リ
ッ
パ
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

　　　　　（2月21日～3月29日分）

　　南鐙坂　酒井朝子様
　　稲荷町2　　庭野　　洋様

　　高田町4　　柳　美智子様

　　小　泉　春日由三様
　その他、匿名でもいただきました。

吉田地区公民館長の異動
3月31日付辞職　　酒井米三郎さん

4月1日付任命　　入田貞さん（稲葉）

弥彦山スカイラインオープン

　昨年12月より営業を休止していまし

た弥彦山スカイラインは、去る4月9

日より営業を再開しています。行楽等

にご家族そろってお出かけください。

　また、弥彦山の海岸側を走る越後七

浦シーサイドラインも営業をしていま

すので、スカイラインの行き帰『）にあ

わせてご利用ください。

たちの自主企画による’77新成

人祭を次のとお1）行．います。

あ
な
た

も
ぜ
ひ

ご

参
加
を※準備の都合、希望者は5月14日

　　　までに公民館（本館）新成人祭実

　　行委員会（電7－5011番）へ。　　、

　
　
国
民
年
金
と
私
た
ち

　
国
民
年
金
は
、
年
々
そ
の
内
容
が

改
善
さ
れ
て
お
り
、
現
在
で
は
、
他

の
年
金
制
度
と
比
較
し
て
も
あ
ま
り

見
劣
り
し
な
い
も
の
と
な
り
ま
し
た

の
で
、
私
た
ち
の
老
後
は
大
変
心
強

く
な
っ
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
し
か
し
、
だ
れ
し
も
「
少
な
い
負

担
で
多
く
の
年
金
」
を
望
む
と
こ
ろ

で
し
ょ
う
が
、
い
か
に
充
実
し
た
年

金
と
な
っ
て
も
、
裏
付
け
と
な
る
も

の
が
安
定
し
て
い
な
け
れ
ば
、
そ
れ

は
「
絵
に
か
い
た
も
ち
」
に
終
っ
て

し
ま
い
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
事
態
に

な
ら
な
い
た
め
に
、
私
た
ち
は
年
金

の
給
付
に
見
合
う
保
険
料
の
負
担
を

行
う
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
そ
こ
で
、
国
民
年
金
保
険
料
は
、

こ
の
四
月
か
ら
聞
ヵ
月
二
千
二
百
円

に
改
め
ら
れ
ま
し
た
し
、
以
後
も
毎

年
、
段
階
的
に
引
き
上
げ
る
こ
と
に

な
っ
て
い
ま
す
。

　
将
来
、
あ
な
た
の
年
金
を
よ
り
よ

く
す
る
た
め
に
一
層
の
ご
理
解
と
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
国
民
年
金
に
つ
い
て
の
お
問
い
合

わ
せ
は
、
市
役
所
市
民
課
国
民
年
金

係
（
君
七
－
三
一
一
一
番
）
へ
ど
う
ぞ
。
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正
し
い
交
通
マ
ナ
ー
で

　
　
　
　
　
安
全
運
転
の
励
行
を

　
春
先
き
は
、
例
年
交
通
事
故
が
多

発
し
て
い
ま
す
。
特
に
四
月
二
十
九

日
（
金
）
～
五
月
八
日
（
日
）
の
＋
日
間

は
連
休
等
で
交
通
が
混
雑
し
、
死
亡

等
重
大
事
故
発
生
の
お
そ
れ
が
あ
り

ま
す
。

　
市
交
通
安
全
対
策
会
議
で
は
、
こ

の
期
間
中
、
路
面
標
示
、
安
全
標
識

の
設
置
整
備
、
パ
ト
ロ
ー
ル
指
導
の

強
化
、
違
法
駐
車
、
暴
走
運
転
者
並

ぴ
に
安
全
義
務
違
反
者
の
注
意
と
指

1
日
富
田
医
院
（
神
明
町
）

　
　
　
　
　
台
2
の
3
2
6
9
番

3
日
庭
野
医
院
（
神
明
町
）

（
憲
法
記
念
日
）

　
　
　
　
　
台
2
の
2
7
1
1
番

5
日
中
条
病
院
（
北
原
）

（
子
ど
も
の
日
）

　
　
　
　
　
費
7
の
3
0
1
8
番

8
日
大
島
医
院
（
川
原
町
）

　
　
　
　
　
君
2
の
2
9
5
7
番

15

日
　
十
日
町
病
院
（
高
田
町
三
南
）

　
　
　
　
　
台
7
の
5
5
6
6
番

22

日
　
至
誠
堂
医
院
（
西
浦
東
）

　
　
　
　
　
麿
2
の
3
2
7
6
番

29

日
山
口
医
院
（
袋
町
中
）

　
　
　
　
　
費
2
の
2
1
7
6
番

導
、
飲
酒
運
転
事
故
防
止
な
ど
春
の

行
楽
期
・
農
繁
期
に
お
け
る
交
通
事

故
防
止
運
動
を
実
施
し
ま
す
。

　
市
民
の
み
な
さ
ん
か
ら
、
交
通
の

円
滑
化
と
交
通
事
故
防
止
運
動
に
特

段
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
運
動
の
重
点

■
戸
外
活
動
に
伴
う
老
人
と
子
供
の

事
故
防
止
　
■
レ
ジ
ャ
i
等
遠
距
離

運
転
（
過
労
、
高
速
、
暴
走
運
転
）

に
よ
る
事
故
防
止
　
■
山
間
、
海
岸

　　　　献血車日程一・

と　き5月26日㈱午前10時～午後3時

ところ十日町専門店会（昭和町2〉

と　き5月27日㈹午前10時～午後3時

ところ関芳織物㈱関芳会館

※詳しくは保健課へおたずねください。

明日といわず今献血しましょう一

等
に
お
け
る
道
路
転
落
事
故
防
止
、

■
農
耕
作
業
車
の
安
全
な
道
路
利
用

と
そ
の
事
故
防
止
。

停
電
の
お
知
ら
せ

　
　
　
　
　
　
　
金

　
▼
五
月
十
暑
日
（
亦
）
午
前
八
時

～
正
午
ま
で
。
川
治
下
町
第
三
の
一

部
、
川
治
内
後
、
明
石
町
の
一
部
、

川
治
中
町
、
川
治
上
町
、
六
箇
中
村
、

山
谷
、
麻
畑
、
田
麦
、
六
箇
野
中
、

ニ
ツ
屋
、
池
沢
、
源
田
、
水
沢
野
中
、

当．

間
、
鍬
柄
沢
、
塩
之
又
、
辰
ケ
平
、

大
黒
沢
、
小
黒
沢
、
伊
達
、
新
宮
、

天
池
、
細
尾
、
池
ノ
尻
、
漆
島
、
土

市
の
寵
谷
皇
．

　
　
　
始
月
　
審
で
期
民
く
年

　
　
　
で
5
　
の
ま
で
市
て
祉

　
　
鵬
彫
欝
欝
灘

　
　
出
郵
便
　
の
月
。
市
提
今

　
　
提
酪
趨
　
猷
齢
か
難
脈
と
∂

　
　
の
い
指
な
書
だ
ま
張
い
す

　
　
書
郊
加
鴇
嚇
鏑
召
㎜
紬
臆
は

に
証
の
る
さ
後
年
し
月
、
出
生

で
金
輸
猷
儒
剰
副
拙
」
燃
醍
帥

ま
年
祉
当
て
受
、
ず
は
ま
で
場

日
祉
幅
該
劉
輸
僧
秘
崎
脚
昨
舳

偲
福
よ
で
を
祉
す
所
な
係
期
れ

月
轟
慕
謹
醐
轟
寵

5
月
ま
支
お
あ
表
来
民
い
受

　
　
　
5
り
の
な
が
下
に
国
さ
を

　
　
　
　
ま
期
　
査
に
日
課
だ
金

　
市
で
は
、
中
小
企
業
等
へ
の
融
資
の
道
を
開
く
た
め

つ
ぎ
の
融
資
制
度
を
設
け
て
み
な
さ
ん
の
ご
利
用
を
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。

期　日 福祉年金を
受取る郵便局

福祉年金受取レ）後
年金証書を提出する場所 ご存知でしょうか

　　　4　瀧1蜜寧　’；6日㈹
5月　～

7日（士）

十日町郵便局窓口
十日町郵便局（市民課国民

年金係貝に渡して下さい）

駐
車
場
設
置
資
金

貸公

害
付防

資止
施
金
設

成産

資業

金育

振　　中
興　　小
資　　企
金　　業 制

度
名

5月6日㈹

十日町本町簡易郵便局窓口

市役所市民課

　国民年金係窓口
十日町高田郵便局窓口

十日町川治簡易郵便局窓口 運
転

商
店
街

設
備

運
転

魚沼中条郵便局窓口
魚沼中条郵便局（市民課国
民年金係貝に渡して下さい〉

五そ

百の

万
円他

業
｛
と
秀
薯
円
馨

二共
千同
万施
円設

三
百
万
円

二
百
五
十
万
円

五
百
万
円

五
百
万
円

二
百
万
円

貸
付
限
度
額

新水簡易郵便局窓口
新水簡易郵便局
（新水農協主任に渡して下さい）

下条郵便局窓口
下条出張所（市民課国民年
金係貝に渡して下さい） 年

八
◆
○
％

年
七
ニ
ノ
、
％

年
七
●
○
％

岬
七 二　ご
詐ヤ箪
五六五末
％年％満

年
七
〇
五
％

貸
付
利
率

魚沼吉田郵便局窓口
吉田出張所
（出張所主任に渡して下さい）

六箇郵便局窓口
六箇出張所
（出張所主任に渡して下さい） 五

年
以
内

五
年
以
内

七
年
以
内

五
年
以
内

二
年
以
内

六
年
以
内

五
年
以
内

二
年
以
内

貸
付
期
間越後水沢郵便局窓口

越後水沢郵便局
（水沢郵便局貝に渡して下さい）

環
境
課

商
工
課

申
込
先土市郵便局窓口

土市郵便局
（土市郵便局貝に渡して下さい）

ご存知でしょうか
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日
本
脳
炎
予
防

接
種
の
日
程

　
該
当
者
　
昭
和
五
十
二
年
四
月
三

十
日
ま
で
に
満
三
歳
以
上
五
歳
ま
で

の
保
育
所
、
幼
稚
園
児
、
及
び
一
般

幼
児
で
、
予
防
接
種
を
希
望
す
る
者
。

　
　
　
　
注
意
重
項
　
◆
満
三
歳
未

らせ月5
腎
臓
、

レ
ル
ギ
ー
体
質
、

の
予
防
接
種
を
受
け
る
事
を
不
適
当

と
認
め
た
者
。
◇
一
ヵ
月
以
内
に
小

児
マ
ヒ
生
ワ
ク
チ
ン
を
の
ん
だ
人
。

満
十
五
歳
以
上
の
人
は
受
け

ら
れ
ま
せ
ん
。
◇
問
診
票
は

よ
く
読
ん
で
保
護
者
が
責
任

を
も
っ
て
記
入
し
て
く
だ
さ

い
。
◇
体
温
は
朝
と
昼
、
忘

れ
ず
に
計
り
ま
し
ょ
う
。

◇
問
診
票
の
な
い
人
は
会
場

で
さ
し
あ
げ
ま
す
。
母
子
手

帳
、
印
鑑
を
忘
れ
ず
に
ご
持

参
く
だ
さ
い
。
◇
料
金
は
一

回
三
百
十
円
で
す
。

　
こ
の
注
射
を
受
け
ら
れ
な

い
お
子
さ
ん
　
◇
該
当
年
齢

で
な
い
者
。
◇
有
熱
、
病
後

衰
弱
、
心
臓
血
管
系
疾
患
、

肝
臓
疾
患
、
け
い
れ
ん
、
ア

　
　
　
　
そ
の
他
医
師
が
こ

日
本
脳
炎
予
防
接
種
日
程

地
区
名

一
　
　
回
　
　
目

二
　
　
回
　
　
目

実
施
月
日

受
付
時
間

会
場

実
施
月
日

受
付
時
間

会
場

水
　
沢

5
月
4
日

㈱

午
後

2
時
～
2
時
40
分

馬
　
場

小
学
校

5
月
13
日

働

午
後

2
時
ー
2
時
15
分

馬
　
場

小
学
校

3
時
～
3
時
1
5
分

珠
　
田

分
　
校

5
月
6
日

窃

1
時
3
0
分
～
2
時

水
　
沢

小
学
校

1
時
30
分
～
1
時
45
分

水
　
　
沢

小
学
校

3
時
ー
3
時
10
分

野
　
中

小
学
校

2
時
40
分
ー
2
時
50
分

野
　
　
中

小
学
校

六
　
箇

3
時
30
分
～
3
時
40
分

六
　
　
箇

小
学
校

5
月
12
日

㈲

2
時
～
3
時
30
分

川
　
　
治

公
民
館

吉
　
田

5
月
9
日

励（

2
時
～
2
時
4
0
分

吉
　
　
田

小
学
校

5
月
18
日

㈱

2
時
～
2
時
15
分

士
口
　
田

小
学
校

3
時
想
分
～
3
時
40
分

名
ケ
山

小
学
校

2
時
30
分
～
2
時
4
0
分

名
ケ
山

小
学
校

5
月
n
日

㈱

2
時
～
2
時
40
分

鐙
　
島

小
学
校

3
時
～
3
時
10
分

真
　
　
田

小
学
校

3
時
～
3
時
4
0
分

真
　
田

小
学
校

3
時
30
分
～
3
時
40
分

鐙
　
島

小
学
校

新
　
座

大
井
田

5
月
10
日

　
uG

2
時
～
2
時
3
0
分

東
小
学
校

5
月
17
日

　
㈹

2
時
～
2
時
40
分

青
少
年

ホ
ー
ム

川
　
治

八
　
箇

5
月
12
日

㈱

2
時
～
2
時
2
0
分

八
　
　
箇

小
学
校

5
月
20
日

㈲

2
時
～
2
時
10
分

八
　
　
箇

小
学
校

2
時
3
0
分
ー
3
時
30
分

川
　
　
治

公
民
館

2
時
30
分
～
3
時

川
　
　
治

公
民
館

東
側

十
日
町
本

町
通
り
を

境
　
　
に

　
西
側

5
月
1
7
日

㈹

2
時
～
2
時
40
分

青
少
年

ホ
ー
ム

5
月
2
4
日

　
㈹

2
時
ー
2
時
30
分

青
少
年

ホ
ー
ム

5
月
1
9
日

㈱

5
月
2
6
日

㈱

下
　
条

5
月
1
9
日

㈱

2
時
ー
2
時
40
分

下
　
条

小
学
校

5
月
25
日

㈱

2
時
～
2
時
30
分

下
　
条

小
学
校

3
時
ー
3
時
1
5
分

東
下
組

小
学
校

2
時
4
0
分
～
2
時
50
分

東
下
組

小
学
校

中
　
条

5
月
2
5
日

㈱

2
時
～
2
時
m
分

飛
　
　
一

小
学
校

6
月
－
日

困

3
時
～
3
時
10
分

飛
　
　
一

小
学
校

2
時
3
0
分
～
2
時
40
分

飛
　
二

小
学
校

3
時
20
分
～
3
時
3
0
分

飛
　
　
二

小
学
校

3
時
～
3
時
10
分

枯
木
又

分
　
校

6
月
－
日

　
㈱

2
時
～
2
時
30
分

中
　
　
条

小
学
校

6
月
8
日

㈱

2
時
～
2
時
30
分

中
　
　
条

公
民
館

赤ちゃん時
　　心の

落ち着き　　　　　　友だち

ひとのあそぴの能ガ

気持を察

　する心 爵ようみまお

をする能力～

輪
協

や
肋
魏
郭

あ
醤
ス
粗

こと‘ま

　　・、、　1…填ll　四
　　融　z敦三

講露纂．藷致
　　　　　の気持を察する」とか

いう行動の基礎は、すべて生まれ

てすぐからの人とのやりとりを通

して身についてくるものです。

赤ちゃんをとりまく人とのかかわ

りあいによって育ってくる心の結

びつきがそのような花を咲かせる

土壌になっています。

事
業
名

期
日

受
付
時
間

会
場
名

対
象
者
参
集
区
域

備
　
　
　
考

育
児
相
談

並
ぴ
に

歯
の
衛
生

　
講
話

5
月
11
日

　
㈱

午
後

1
時
半

～
2
時

水
　
沢

出
張
所

生
後
12
ヵ
月

ま
で
の
者

水
沢
地
区

身
　
体
　
測
定

保
育
に
つ
い
て
の

　
相
　
談

（
蕩
腱
彊

5
月
1
2
日

　
㈲

吉
　
田

出
張
所

吉
田
地
区

5
月
13
日

　
㈹

中
　
条

公
民
館

中
条
地
区

5
月
17
日

　
㈹

十
日
町

公
民
館

51

年
5
月

　
　
6
月

　
　
7
月

生
ま
れ
の
も
の

十
日
町
地
区

川
　
治
”

六
　
箇
”

大
井
田
”

新
　
座
”

5
月
B
日

　
㈱

下
　
条

公
民
館

生
後
12
ヵ
月

ま
で
の
も
の

下
条
地
区

育
児
学
級

　
並
ぴ
に

4
ヵ
月
児

　
　
検
診

5
月
1
9
日

　
術

午
後
1
時

～
1
時
半

十
日
町

公
民
館

52

年
1
月

生
ま
れ
の
も
の

全
　
　
域

身
体
　
測
定

内
科
　
検
診

育
児
学
級

3
才
児

　
検
診

5
月
10
日

　
㈹

午
後
1
時

～
2
時
半

十
日
町

公
民
館

48

年
n
月

生
ま
れ
の
も
の

全
　
　
域

3
才
6
ヵ
月
児
を
対

象
個
人
通
知
が
な
く

と
も
該
当
月
の
方
は

お
い
で
く
だ
さ
い
。
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○
－

：
と
じ
て
保
存
し
て
く
だ
さ
い
：

ど
な
た
で
も
入
会
で
き
ま
す
。

　拶襯
盈76』1『昌β3

　
発
足
三
年
目
を
迎
え
た
消
費
者
協

会
十
日
町
支
部
（
藤
田
つ
ね
子
支
部

長
）
で
は
、
昭
和
五
十
二
年
度
定
期

総
会
を
六
月
八
日
に
開
催
す
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。

　
消
費
者
協
会
は
、
消
費
生
活
の
基

本
と
な
る
知
識
の
修
得
、
資
源
の
節

約
等
を
積
極
的
に
推
進
し
、
消
費
生

活
の
向
上
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
お
り
、
こ
れ
ま
で
、
消
費
物
資
の

試
し
買
い
、
消
費
物
資
に
つ
い
て
の

苦
情
相
談
受
付
、
不
要
品
登
録
制
度

な
ど
を
実
施
し
て
き
ま
し
た
。

　
今
年
度
も
、
こ
れ
ら
の
事
業
を
推

進
す
る
と
共
に
、
新
し
く
「
不
要
品

交
換
市
」
を
計
画
す
る
な
ど
会
の
充

実
を
目
ざ
し
て
い
ま
す
。

　
総
会
は
、
つ
ぎ
の
日
程
で
開
催
さ

れ
ま
す
が
、
会
員
を
は
じ
め
、
新
し

く
加
入
を
希
望
さ
れ
る
方
も
、
ぜ
ひ

－
○

小唄まつり＾＾6月5日（日）＾《

市民魚つり大会午前6時半～（大池）

県下新人相撲大会午前11臨神社境内）

オープンパレード　午後1時～

民踊流し午後7時～（本町通り）

ご
出
席
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
協
会
の
年
会
費
は
五
百
円

で
、
当
日
ご
持
参
い
た
だ
き
ま
す
が
、

新
し
く
加
入
さ
れ
る
方
で
大
会
に
欠

席
さ
れ
る
方
は
、
市
役
所
商
工
課
内

消
費
者
協
会
事
務
局
へ
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。
　
（
8
七
⊥
三
二
番
）

総
会
日
程

日
時
　
六
月
八
日
困
一
時
半
～
四
時

場
所
　
市
民
会
館
四
階
講
堂

議
題
　
①
五
十
一
年
度
事
業
報
告
及

　
び
収
支
決
算
報
告
②
五
十
二
年
度

　
事
業
計
画
及
び
収
支
予
算
案
③
役

　
員
改
選
に
つ
い
て
④
そ
の
他
　
し

　
つ
け
の
本
「
ゆ
ず
り
は
」
販
売

東
京
消
防
庁
消
防
官
を
募
集

東
京
消
防
庁
で
は
、
つ
ぎ
の
と
お

り
昭
和
五
十
二
年
度
消
防
官
を
募
集

し
て
い
ま
す
。

　
受
験
資
格
　
昭
和
二
十
三
年
四
月

二
日
～
三
十
五
年
四
月
一
目
ま
で
に

生
ま
れ
た
大
卒
・
短
大
卒
・
高
卒
の

男
子
。

　
試
験
日
時
第
一
次
（
六
月
二
十

五
日
・
七
月
二
十
三
日
）
第
二
次
（
六

月
三
十
日
・
七
月
二
十
八
目
）
い
ず

れ
も
八
時
半
集
合
。

　
試
験
場
所
　
東
京
消
防
庁
消
防
学

校
（
渋
谷
区
西
原
二
丁
目
五
十
一
番

一
号
）

　
受
験
手
続
等
　
申
込
書
の
請
求
等

詳
し
く
は
、
東
京
消
防
庁
人
事
部
採

用
係
へ
、
六
十
円
切
手
を
は
っ
た
宛

先
明
記
の
返
信
用
封
筒
を
同
封
し
て

ご
請
求
く
だ
さ
い
。

　
十
目
町
大
火
記
念
演
習

　
六
月
十
日
（
金
）
午
前
五
時
半
よ

り
市
中
心
部
（
駅
通
り
）
で
、
十
日

町
大
火
記
念
放
水
演
習
を
行
い
ま
す
。

　
当
日
は
、
半
鐘
を
点
打
し
、
サ
イ

レ
ン
を
吹
鳴
し
ま
す
。

国
民
年
金
の
受
給
権
者
は

　
　
　
現
況
届
の
提
出
を
l
l

　
国
民
年
金
の
障
害
年
金
、
母
子
年

金
、
準
母
子
年
金
、
遺
児
年
金
、
寡

婦
年
金
の
受
給
権
者
は
、
毎
年
五
月

に
「
国
民
年
金
受
給
権
者
現
況
届
」

を
市
民
課
国
民
年
金
窓
ロ
ヘ
提
出
す

る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
現
況
届
は
、
年
金
の
受
給
権

者
が
、
引
き
続
い
て
年
金
を
受
け
る

た
め
に
は
、
必
ず
提
出
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
大
切
な
書
類
で
す
。

　
該
当
さ
れ
る
方
は
、
五
月
三
十
日

ま
で
に
印
鑑
持
参
の
う
え
、
市
役
所

国
民
年
金
係
ま
で
お
い
で
く
だ
さ
い
．

　
な
お
、
昨
年
の
六
月
一
日
以
後
に

年
金
を
受
け
始
め
た
人
、
年
金
額
が

改
正
さ
れ
た
人
、
支
給
停
止
が
解
除

さ
れ
た
人
は
、
今
回
提
出
す
る
必
要

は
あ
り
ま
せ
ん
。

金
婚
該
当
者
は
お
申
し
出
を

　
こ
と
し
金
婚
式
を
迎
え
ら
れ
た
方

（
大
正
十
五
年
四
月
一
日
～
昭
和
二

年
三
月
三
十
一
日
の
間
に
結
婚
し
た

方
）
で
、
夫
婦
と
も
健
在
な
方
は
、

市
政
事
務
嘱
託
員
さ
ん
ま
で
早
急
に

お
申
し
出
く
だ
さ
い
。


